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メジロ
名前の通り、目のまわりの白い縁
取りが特徴の小鳥です。甘い果実
や花木の花の蜜が大好きで、小さ
な群れで蜜を吸う姿をよく見かけ
ます。市街地でも見ることができ
る鳥です。是非探してみてくださ
い。

花や実のついた
木によくいるよ

附属自然教育園

詳しくはＨＰの「見ごろ情報」
をご覧ください
https://ins.kahaku.go.jp/ 

キジバト
日本にいる野生のハトです。地面
にある落ち葉に頭を突っ込んで、
餌を探す様子がよく見られます。
赤褐色の羽縁が特徴で、お寺や公
園で群れている灰色の「ドバト」
とは異なる種類です。

ガサっ！と
音がした方向を
探してみよう

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

カワセミ
「翡翠（ひすい）」「水辺の宝
石」と呼ばれる、美しい鳥。水の
中に潜り、魚やザリガニなどを捕
らえます。大きなくちばしは狩り
で大活躍するほか、横穴式の巣穴
を掘るときには「ツルハシ」の役
目をします。

水辺で見られます。
会えたらラッキー♪

アオスジアゲハ
幼虫は街路樹としてよく利用される
クスノキ科の植物を食草とするため、
街の中でもよく見ることが多いチョ
ウです。飛翔力が高く、高いところ
をよく飛び回ります。
園内には、タブノキなどの食草が
あります。

全域で
みられます

ツマグロヒョウモン
豹に似た模様の翅をもつチョウです。幼虫
の食草はスミレの仲間で、花壇に植えられ
たパンジーなどの園芸スミレも食べます。
そのため、住宅地などでも多く見られます。

オス

メス

水生植物園で
よく見られます

武蔵野植物園の池で、小さな黄色
い花を咲かせています。池沼の開
発、水質汚染により日本各地で減
少しています。花は朝に咲いて夕
方にはしぼんでしまう一日花です。

アサザ

アワフキムシの仲間
木の枝や草の茎をよ～く探すと、
泡だらけになっている場所があり
ます。この泡は、「アワフキムシ
の仲間」の幼虫が作る「巣」です。
アワフキムシの仲間は、植物の汁
を吸って生きていますが、泡は、
その栄養分を吸収した残りモノか
ら作られています。

いろいろな
場所で見られます

ドクダミ
湿り気のある日陰地に群生し、特
有の香りがします。利尿、解熱、
解毒などの作用があり、生薬、民
間薬、お茶として広く用いられて
います。

全域で
みられます

ガクアジサイ
日本固有種で、関東や東海地方の
海岸沿いに生育します。このガク
アジサイから様々な園芸品種がつ
くられました。

ムラサキシキブ
花や実が美しいので、紫式部の名
を借りたことが名前の由来と言わ
れています。今咲いている小さな
花も可愛いですが、10月下旬か
ら12月頃には、綺麗な紫色の実
が見られますので、こちらも是非
お楽しみに！

ムラサキシキブの実
（秋）

全域で
見られます

ヤマアジサイ
山地の沢沿いに生育するアジサイ
です。花びらのように見えるのは
装飾花で、萼（がく）が発達した
ものです。色は白から淡青色など
があり、ハナムグリの仲間などの
昆虫がよく訪れています。

オオシオカラトンボ
池の周辺でよく見られます。複眼
が黒いことで、シオカラトンボ
（複眼は青）と区別がつきます。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます
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湿り気のある草地や湿地に生育し
ます。牛馬には毒草のため、放牧
原野では食べ残され、大群落にな
ります。 「ハナショウブ」は、
ノハナショウブを改良した日本独
自の園芸植物で、観賞用に様々な
色形の品種が栽培されています。

ノハナショウブ

高さが1mほどになる、キク科の
大型の草本植物です。直径10cm
ほどの大きな黄色い花を咲かせま
す。名前は花、草丈、葉が大きい
ことから、中国の武将「樊噲（は
んかい）」にたとえたもの。

ハンカイソウ

ノハナショウブの花が
見ごろです!

今週はここに注目！
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